
14

そうじゃ  議会だより

15

総社市 岡山市 倉敷市 津山市 玉野市 笠岡市 井原市 高梁市 新見市 備前市 瀬戸内市 赤磐市 真庭市 美作市 浅口市

人口
（およそ）

6.6
万人

71.1
万人

47.7
万人

10.5
万人

6.3
万人

5.3
万人

4.3
万人

3.4
万人

3.3
万人

3.7
万人

3.7
万人

4.3
万人

4.8
万人

2.9
万人

3.5
万人

定数
（人） 24 46

注）1
43 28 21 22 20

注）２
20 18

注）３
16
注）４

20
注）５

18
注）６

26 20
注）７

20

議員報酬 40
万円

67
万円

67
万円

46.5
万円

45
万円

42
万円

35
万円

32.5
万円
注）８

33
万円

35.5
万円

35
万円

35
万円

30
万円

32
万円

31.5
万円
注）９

政務調査費
（月額）

2.5
万円

13.5
万円

15
万円

5.8
万円

3.5
万円

4.5
万円

3
万円

3
万円

2
万円

2.5
万円

2
万円

3
万円

3
万円

3
万円

3
万円

注）１〜７　すでに議員定数条例は改正されているが、次回の選挙から適用される定数　　注）８、９　期間を定めて適用されている額　

県下15市議会の状況（議員定数・報酬・政務調査費）� （平成24年10月１日現在）

以
上

❷
市
議
会
だ
よ
り
の
閲
読
状
況

	

「
関
心
の
あ
る
も
の
だ
け
読
む
」

が
過
半
数

❸
本
会
議
の
傍
聴
経
験

	

「
見
た
こ
と
が
な
い
」
が
６
割

以
上
、
４
割
が
「
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
で
見
て
い
る
」

❹
市
議
会
に
対
す
る
評
価

	

「
大
い
に
評
価
す
る
」「
あ
る
程

度
評
価
す
る
」
が
37
％
、「
あ

ま
り
評
価
し
な
い
」「
全
く
評

価
し
な
い
」
が
25
％
、「
わ
か

ら
な
い
」
が
36
％

❺
市
民
の
意
見
や
声
の
議
会
へ
の

反
映
が
で
き
て
い
る
か

	

４
人
に
１
人
が
「
そ
う
思
う
」

❻
市
議
会
改
革
の
必
要
性

	

過
半
数
が
「
必
要
と
思
う
」

❼
議
会
の
課
題
に
つ
い
て

	

「
議
員
数
・
報
酬
の
検
討
」
が

６
割
、「
市
民
の
声
が
反
映
で

き
る
懇
談
会
の
開
催
や
意
向
調

査
な
ど
」
が
５
割
（
複
数
回
答
）

❽
議
員
数
に
つ
い
て

	

「
多
い
」
が
過
半
数

❾
適
正
と
思
う
議
員
定
数

	

「
20
人
」
が
39
・
０
％
で
最
多

❿
議
員
報
酬
に
つ
い
て

	

「
多
す
ぎ
る
」
が
過
半
数

⓫
適
正
と
思
う
議
員
報
酬

	

「
30
万
円
未
満
」
が
35
・
６
％

⓬
政
務
調
査
費
に
つ
い
て

	

「
適
当
だ
」
が
32
・
９
％

⓭
意
見
・
要
望

	

教
育
、
福
祉
、
子
育
て
な
ど
生

活
に
関
す
る
多
岐
に
わ
た
る
ご

意
見
・
ご
要
望
や
議
会
へ
の
ご

意
見
を
多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

紙
面
の
都
合
上
割
愛
い
た
し
ま

す
。
全
容
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

調
査
目
的

総
社
市
議
会
に
対
す

る
市
民
の
意
見
を
把
握
し
、
今
後

の
議
会
改
革
の
参
考
と
す
る
。

調
査
対
象

20
歳
以
上
の
市
民

（
男
女
各
千
人
）
計
２
千
人

対
象
者
抽
出
方
法

無
作
為
抽
出

回
収
結
果

有
効
回
収
数　

７
４
５
件

有
効
回
収
率　

37
・
３
％

回
答
者
の
属
性

性
別	

男
性
…
41
・
９
％

	

女
性
…
50
・
２
％

	

不
明
…
７
・
９
％

年
齢

20
～
30
歳
代
…
20
・
９
％

40
～
50
歳
代
…
30
・
６
％

60
～
70
歳
代
…
44
・
３
％

80
歳
代
以
上
…
０
・
７
％

不
明
…
…
…
…
３
・
５
％

設
問

❶
市
議
会
へ
の
関
心
度

	

「
あ
る
」「
少
し
あ
る
」
で
７
割

議
会
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
ま
と
ま
り
ま
し
た
!!

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

の
幹
部
と
協
議
中
で
、
今
後
も
継

続
し
て
協
議
を
し
て
い
く
。

問

救
急
搬
送
が
増
加
し
て
い
る

こ
と
に
よ
り
、
救
急
車
の
消
耗
が

心
配
さ
れ
る
が
、
そ
の
対
策
は
考

え
て
い
る
の
か
。

答

財
政
難
に
よ
り
計
画
的
な
車

両
更
新
が
で
き
て
い
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
平
成
23

年
12
月
に
消
防
車
両
更
新
基
準
を

見
直
し
た
。
救
急
車
は
10
年
ま
た

は
走
行
距
離
10
万
㎞
で
更
新
を
目

安
と
し
た
が
、
１
年
に
平
均
３
万

１
千
㎞
走
行
す
る
の
で
４
年
目
で

10
万
㎞
を
超
え
る
。

社
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
に
つ
い
て
」（
所
管
部
分
）

問

土
木
担
当
員
か
ら
の
要
望
は
、

ど
の
課
が
取
り
ま
と
め
を
し
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
件
数
や
執
行
率

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答

総
合
窓
口
は
地
域
応
援
課
で

あ
る
。
平
成
23
年
度
の
建
設
部
へ

の
要
望
件
数
５
５
３
件
の
う
ち
、

執
行
し
た
の
は
２
６
１
件
、
執
行

率
は
47
・
２
％
で
あ
る
。

問

消
防
団
の
報
酬
等
の
見
直
し

や
組
織
の
再
編
を
検
討
す
る
つ
も

り
が
あ
る
の
か
。

答

報
酬
は
階
級
別
に
定
め
て
お

り
、
団
長
が
７
万
７
千
円
で
県
下

15
市
で
14
番
目
、
団
員
は
１
万
５

千
円
で
10
番
目
で
あ
る
。
今
後
は

県
下
の
平
均
値
に
近
づ
け
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
消
防
団
組
織
の
再

編
に
つ
い
て
は
、
団
員
の
平
均
年

齢
が
年
々
上
昇
し
て
い
る
た
め
、

団
員
確
保
と
高
齢
化
対
策
を
行
い

た
い
。
特
に
、
北
部
地
域
の
消
防

団
は
、
若
者
が
少
な
く
分
団
の
存

続
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
地

域
で
の
分
団
の
統
合
に
つ
い
て
団

の
締
結
に
つ
い
て
」

　

清
音
神
在
本
線
改
良
（
下
部

工
）
工
事
の
工
事
請
負
契
約
を
株

式
会
社
大
本
組
・
土
井
建
設
株
式

会
社
清
音
神
在
本
線
改
良
（
下
部

工
）
工
事
共
同
企
業
体
と
締
結
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

問

前
回
の
工
事
で
は
、
何
度
も

設
計
変
更
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
度

は
変
更
の
な
い
よ
う
配
慮
を
し
て

い
る
の
か
。

答

変
更
の
な
い
よ
う
に
配
慮
し

て
い
る
。

◎
議
案
第
68
号
「
工
事
請
負
契
約

の
締
結
に
つ
い
て
」

　

清
音
神
在
本
線
改
良
（
上
部

工
）
工
事
の
工
事
請
負
契
約
を
株

式
会
社
Ｉ
Ｈ
Ｉ
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ

ム
中
国
営
業
所
と
締
結
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

問

平
成
26
年
度
ま
で
に
全
て
の

工
事
が
完
成
す
る
の
か

答

予
定
ど
お
り
完
成
す
る
見
込

み
で
あ
る
。

【
一
般
会
計
決
算
審
査
特
別
委
員

【
一
般
会
計
決
算
審
査
特
別
委
員

会
建
設
消
防
分
科
会
】

会
建
設
消
防
分
科
会
】

◎
認
定
第
1
号
「
平
成
23
年
度
総

建
設
消
防
委
員
会

　

本
委
員
会
で
審
査
し
た
案
件
は
、

議
案
４
件
で
あ
り
、
原
案
ど
お
り

可
決
又
は
認
定
し
ま
し
た
。
主
な

も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
認
定
第
８
号
「
平
成
23
年
度
総

社
市
総
社
駅
南
地
区
土
地
区
画

整
理
事
業
費
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定
に
つ
い
て
」

問

平
成
27
年
度
が
工
事
の
完
成

目
標
だ
が
、
こ
れ
か
ら
の
一
番
の

課
題
は
何
か
。

答

一
番
の
課
題
は
家
屋
の
移
転

交
渉
で
あ
り
、
二
番
目
は
財
源
で

あ
る
。
財
源
の
確
保
の
方
法
と
し

て
、
保
留
地
の
処
分
が
考
え
ら
れ

る
。

◎
議
案
第
63
号
「
平
成
24
年
度
総

社
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）」
の
う
ち
、
本
委
員
会

の
所
管
に
属
す
る
部
分

《
補
正
予
算
の
主
な
内
容
》

《
補
正
予
算
の
主
な
内
容
》

・	

今
年
６
月
の
大
雨
に
よ
り
、
被

災
し
た
公
共
施
設
の
復
旧
に
伴

う
経
費
の
増
額

◎
議
案
第
67
号
「
工
事
請
負
契
約

委
員
会
活
動
報
告

各地域の防災のリーダーである消防団

特 集


